
2177.4.30

二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
各
議
員
の
質
問
動
画
へ
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。

〔
質
問
〕４
月
に
常
勤
の
麻

酔
科
医
が
着
任
予
定
で
あ

る
と
聞
い
て
い
る
が
、そ
れ

以
降
、新
た
な
医
師
の
採

用
予
定
は
あ
る
の
か
伺
う
。

〔
答
弁
〕【
保
健
福
祉
部
長
】

４
月
に
麻
酔
科
医
が
着
任

予
定
で
あ
る
が
、そ
の
後
の

採
用
予
定
に
つ
い
て
は
未

定
で
あ
る
。

〔
質
問
〕現
在
、休
床
し
て
い

る
47
床
の
病
床
の
稼
動
見

通
し
を
伺
う
。

〔
答
弁
〕【
保
健
福
祉
部
長
】

指
定
管
理
者
か
ら
は
、一
気

に
47
床
を
再
開
す
る
の
で

は
な
く
、看
護
師
数
に
応
じ

て
、ま
ず
は
稼
働
率
が
高
ま

っ
て
い
る
急
性
期
病
床
を

稼
動
さ
せ
、残
り
を
段
階

的
に
稼
動
さ
せ
て
い
く
計

画
で
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。

〔
質
問
〕令
和
６
年
度
第
２

回
宮
城
県
地
域
医
療
構
想

調
整
会
議（
仙
南
区
域
）に

お
い
て
、ア
ド
バ
イ
ザ
ー
よ

り
白
石
地
区
周
辺
住
民
の

急
性
期
医
療
ニ
ー
ズ
に
応

え
る
こ
と
が
で
き
る
の
か

懸
念
さ
れ
る
と
の
指
摘
が

あ
っ
た
が
、今
後
公
立
刈
田

綜
合
病
院
は
、白
石
地
区
の

急
性
期
医
療
ニ
ー
ズ
に
ど

の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く

の
か
伺
う
。

〔
答
弁
〕【
市
長
】第
８
次
宮

城
県
地
域
医
療
計
画
に
お

い
て
、仙
南
医
療
圏
の
急
性

期
病
床
の
必
要
病
床
数
は
、

現
状
で
は
過
剰
な
状
況
と

な
っ
て
い
る
。　

　

ま
た
、地
域
医
療
構
想

調
整
会
議
の
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
の
発
言
に
つ
い
て
は
、病

床
の
機
能
分
化・連
携
を
推

進
す
る
た
め
に
、連
携
プ
ラ

ン
に
基
づ
き
実
施
さ
れ
た
、

急
性
期
病
床
の
削
減
お
よ

び
み
や
ぎ
県
南
中
核
病
院

へ
の
集
約
化
で
あ
り
、仙
南

医
療
圏
の
地
域
医
療
構
想

に
沿
っ
た
病
床
配
分
で
あ

る
。そ
の
中
で
、公
立
刈
田

綜
合
病
院
は
、急
性
期
機

能
を
保
持
し
つ
つ
、回
復
期

医
療
を
担
う
こ
と
と
さ
れ

て
い
る
。

　

現
在
、公
立
刈
田
綜
合

病
院
で
稼
動
し
て
い
る
急

性
期
病
床
は
53
床
あ
り
、

稼
働
率
は
令
和
６
年
12
月

で
88
％
と
な
っ
て
い
る
。ま

た
、救
急
の
受
け
入
れ
件
数

や
他
の
医
療
機
関
と
の
連

携
に
つ
い
て
も
、指
定
管
理

者
制
度
導
入
以
降
、大
幅

に
改
善
さ
れ
て
お
り
、仙
南

医
療
圏
で
の
役
割
を
果
た

し
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

　

今
後
は
、休
床
し
て
い
る

病
床
の
一
部
を
急
性
期
病

床
と
し
て
早
急
に
稼
動
さ

せ
、病
院
機
能
を
高
め
る
こ

と
で
、急
性
期
ニ
ー
ズ
に
対

応
し
て
い
け
る
も
の
と
考

え
て
い
る
。

公
立
刈
田
綜
合
病
院
の
現
状

と
今
後
に
つ
い
て
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藤
　
龍
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〔
質
問
〕全
国
的
に
農
業
後

継
者
不
足
に
よ
る
農
業
衰

退
の
傾
向
が
表
れ
て
い
る
。

耕
作
面
積
は
２
０
０
０
年

に
全
国
４
８
３
万
ヘ
ク
タ

ー
ル
だ
っ
た
も
の
が
、２
０

２
１
年
に
は
４
３
５
万
ヘ
ク

タ
ー
ル
と
20
年
間
で
約
50

万
ヘ
ク
タ
ー
ル
減
少
し
て

い
る
。こ
う
し
た
傾
向
は
本

市
農
業
に
も
表
れ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
。

　
農
業
経
営
者
の
高
齢
化

と
後
継
者
不
足
に
よ
る
耕

作
放
棄
地
の
増
加
も
実
感

し
て
い
る
。本
市
の
農
業
就

労
者
数
と
平
均
年
齢
を
伺

う
。

〔
答
弁
〕【
市
民
経
済
部
長
】

令
和
２
年
の
農
林
業
セ
ン

サ
ス
で
は
、基
幹
的
農
業
従

事
者
数
は
７
８
９
人
、５
年

間
で
２
５
９
人
減
少
し
て

い
る
。
年
齢
は
70
・
５
歳
で

５
年
前
よ
り
１
歳
上
が
っ

て
い
る
。

〔
質
問
〕水
田・畑
な
ど
の
耕

作
面
積
と
、家
畜
の
飼
養
頭

数
を
伺
う
。

〔
答
弁
〕【
市
民
経
済
部
長
】

水
田
１
６
４
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
、

畑
１
４
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
、

家
畜
飼
養
頭
羽
数
６
万
８

８
６
０
頭
で
、い
ず
れ
も
直

近
３
年
間
横
ば
い
で
あ
る
。

〔
質
問
〕将
来
に
わ
た
り
維

持
拡
大
す
る
事
が
で
き
る

か
伺
う
。

〔
答
弁
〕【
市
民
経
済
部
長
】

人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化

に
よ
り
、農
業
従
事
者
の
減

少
、高
齢
化
と
後
継
者
難
、

耕
作
放
棄
面
積
の
拡
大
、

有
害
鳥
獣
被
害
の
深
刻
化

な
ど
、厳
し
さ
を
増
し
て
い

る
。
国
で
は
農
業
所
得
の

増
大
に
向
け
て「
適
正
な

価
格
形
成
に
向
け
た
仕
組

み
の
構
築
」が
議
論
さ
れ
て

い
る
が
、維
持
拡
大
を
図
る

に
は
、多
く
の
課
題
が
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。

〔
質
問
〕本
市
の
農
業
を
維

持
し
て
い
く
に
は
何
が
必

要
と
考
え
る
か
伺
う
。

〔
答
弁
〕【
市
長
】高
齢
化
や

人
口
減
少
に
伴
い
、耕
作
放

棄
地
の
拡
大
な
ど
、農
地

が
適
切
に
利
用
さ
れ
な
く

な
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。

　

農
地
中
間
管
理
機
構
、

農
業
協
同
組
合
、土
地
改

良
区
、農
業
委
員
会
等
と

連
携
し
、後
押
し
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
る
。

〔
質
問
〕本
市
農
業
の
展
望

を
伺
う
。

〔
答
弁
〕【
市
長
】本
年
度
中

に
各
地
域
の
地
域
計
画
を

策
定
す
る
。

　

農
地
の
集
積
・
集
約
化
、

農
地
中
間
管
理
機
構
の
活

用
、多
様
な
経
営
体
の
確

保
・
育
成
、鳥
獣
被
害
防
止

対
策
、ス
マ
ー
ト
農
業
、耕

畜
連
携
、担
い
手
の
確
保
な

ど
、関
係
機
関
と
連
携
し
、

地
域
計
画
の
実
現
を
図
り

た
い
。

本
市
農
業
の
現
状
と
今
後
に

つ
い
て
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